
ご自身の暮らす地域をもっとよくしたいと考える方
自己実現や自己効力感を満た ご自身の暮らす地域を

もっとよくしたいと考える方
自己実現や自己効力感を満たしたいと思う方

したいと思う方

令和７年度 かながわコミュニティカレッジ受講生募集

【申込み・問合せ】  かながわコミュニティカレッジ事務局
 ※日・月・祝日・年末年始を除く9時～17時45分開設

TEL:045-620-0743 FAX:045-620-0745

【講座実施団体】輝楽理庵（きらりあん）

検索

かながわコミュニティカレッジ

※申込方法等は裏面をご確認ください。
※応募多数の場合は抽選
※定員に満たない場合は引き続き先着順で受け付け（電話のみ）

13:30～16:45

横浜駅西口・きた西口より徒歩５分

30名

令和８年

１月24日(土)～２月14日(土) 全４回

7,200円

かながわコミュニティカレッジ講義室
横浜市神奈川区鶴屋町２-24-２
かながわ県民センター11階   

12月25日（木）

時 間

会 場

受講料

定 員

締 切

※開場時間13:10～

この講座では「地域を家族のように捉えられる活動リーダーの養成」を目標にしています。
核家族化が進み多世代で暮らす家庭が減少する状況下、地域が家族の機能を持てるよう
になることで、いくつかの社会課題が解消すると私たちは思います。
地域活動リーダーを目指し、地域で活躍しませんか。

～多様化する時代を生き抜くために、

「近助力」で育む地域活動の魅力～

地域活動リーダー養成講座地域活動リーダー養成講座

地域を楽しく明るい交流の場にしたい方
時代の変化に合った地域活動に取組みたい方

こんな方におすすめ！
地域活動に興味があり、担い手をめざす方
ご自身の暮らす地域をもっとよくしたいと考える方
自己実現したい方



※お預かりした個人情報は、かながわコミュニティカレッジからの講座に関するご連絡やご案内の目的で使用させていただきます。 

地域活動リーダー養成講座～多様化する時代を生き抜くために、「近助力」で育む地域活動の魅力～

FAX送信先：045-620-0745 かながわコミュニティカレッジ講座受講申込書（FAX申込用）

お名前

（団体申込みの場合は、団体名および受講者名）

区分
（どちらかに〇をしてください）

個人 ・ 団体

ご住所
〒

連絡先
TEL FAX

e-mail

ふりがな

【ご注意】電子納付を希望される方は、必ずe-kanagawa電子申請システムからお申込みください。

講座カリキュラム

※講座カリキュラムと講師は、都合により変更になる場合があります。

受講のご案内

受講対象
・神奈川県内に在住、在勤、在学の方
・県内でボランティアやNPO等として活動または活動を予定している方及び団体

申込方法
・電話、FAX、神奈川県のホームページ（e-kanagawa 電子申請システム）のうちいずれかの
方法で申込んでください。
※団体で申込みされる場合、複数の方が１つの講座を交代で受講が可能です。ただし１回の講義に出席できる方は、１口のお申込みにつき
１名です。

受講決定について
・募集期間終了後、定員を超えた講座は抽選を行います。また、受講申込みをされた方全員に受講の可否を郵送でお知らせします。

受講料の納付方法
・最寄りの金融機関窓口での「納付書納付」（※ゆうちょ銀行やコンビニエンスストアでの納付はできません。）または、「電子納付」となります。
・電子納付を希望される方は、必ずe-kanagawa電子申請システム（電子納付用）からお申込みください。

バリアフリーについて
・障がいのある方も安心して受講いただけるよう配慮を行ううえで、どのようなサポートが必要か事前にご相談させていただきますので、講座を申込
まれる前にかながわコミュニティカレッジ事務局までお問合わせください。（経費を伴うサービスについて、予算上限に達した場合は年度途中でも
サービス提供ができないことがあります。）

助成金
・この講座は、一般社団法人かながわ土地建物保全協会の「令和７年度人材育成支援事業助成金」対象講座です。NPO法人等が直接雇
用するスタッフ等の研修受講料に助成があります。詳しくは同協会ホームページをご確認ください。 
・この講座は、横須賀市の「市民公益活動人材育成研修受講奨励金」の対象講座です。受講料に対する奨励金があります。 （横須賀市民
が対象）詳しくは横須賀市ホームページをご確認ください。

e-kanagawa
（納付書納付用）

e-kanagawa
（電子納付用）

第１回 １月24日(土) 13：30～16：45 第３回 2月7日(土) 13：30～16：45

講座の目的/アイスブレイク
①「近助力でつながるエリア・ファミリーの発想と魅力」を広げる地域
活動リーダーの役割

輝楽理庵代表
心身健康アドバイザー、ケア・コーディネーター 吉岡 千代子

②行政の地域活動サポート活用情報提供
地域づくり大学修了生  青木 毅

地域課題探し⇒ワールドカフェでプレゼン
グループディスカッション⇒テーマの決定

ファシリテーター   中島 尚子、比留川 重夫
グループファシリテーター 輝楽理庵スタッフ、講座修了生等

「近助力」とサポートマインドでつながる地域活動の効果
①民生委員の活動から、地域に必要な「近助力」

介護福祉士・民生委員 中島 尚子

②地域の社会資源をサポートする取り組み
保土ケ谷区ぐるりサークル 代表 川本 芽依

③15年目を迎える地域活動の歩み
輝楽理庵代表 吉岡 千代子

アクションプランの作成（受講後の活動計画）
グループディスカッションでプレゼン準備

ファシリテーター 中島 尚子、比留川 重夫
グループファシリテーター 輝楽理庵スタッフ、講座修了生等

第２回 １月31日(土) 13：30～16：45 第４回 2月14日(土) 13：30～16：45

「地域活動を展開するための、インクルーシブ社会とダイバーシティの
視点」と障がい者支援に求められる「近助力」

神奈川県立保健福祉大学名誉教授・
職業リハビリテーションカウンセリングC塾主催  松為 信雄

地域活動実践者事例紹介：認知症サポーター活動
グループディスカッションでプレゼン準備

キャラバン・メイト 比留川 重夫

ファシリテーター 中島 尚子、𠮷岡 千代子
グループファシリテーター 輝楽理庵スタッフ、講座修了生等

プレゼンテーション                               企画発表 受講生

講座のまとめ

地域を守る「近助力」⇒インフォーマルサービスの実践につながる
活動を目指して

      輝楽理庵代表 吉岡 千代子

          ファシリテーター  中島 尚子、川本 芽衣
          グループファシリテーター     輝楽理庵スタッフ、講座修了生等
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